


























年までの執筆活動は大きく三つの時期に分けられる。第一期は，1901 年から 1902 年にかけてで，スギモトの渡
米後はじめての執筆である。1901 年 3 月 17 日，『シンシナティ・インクワイアラー』（Cincinnati Enquirer, 以
下『インクワイアラー』と記す）に「古風な日本」（“Quaint Japan”）が掲載され，その後 1902 年 6月まで，同
紙には 5 点のエッセイが掲載された。また 1902 年 6 月から同年 12 月までは，ニューヨークの『ブルックリン・
デイリー・イーグル』（Brooklyn Daily Eagle，以下『ブルックリン』と記す）にも 5点の作品が掲載されている。
そして第二期は，スギモトがしばらく日本に帰国した後，再渡米してからの執筆で，1916 年から 1918 年にかけ
てである。第一期と同様に，『インクワイアラー』には 1916 年 8 月から 9 月にかけて 5 点のエッセイ，またフィ
ラデルフィアの『イブニング・パブリック・レジャー』（Evening Public Ledger）には 1918 年 5月から 8 月まで
7 点の作品をスギモトは寄稿している。そして第三期は，『武士の娘』のもとになった雑誌連載で，1923 年 11 月


























































                                                   
3 本稿で扱うスギモトの寄稿文については，植木，『スギモト英文著作集』による。そのほかの新聞記事については，インター
ネットサイト（https:// news paper. com）でのデジタル新聞資料による。 




































































































者の魂」“Spirit of the Dead”（『インクワイアラー』年 月 日）では 月 日から 日まで行わ
れる夏の行事，盂蘭盆について，また「死者を偲ぶ悲しい儀式」（“Sad Ceremonial in Memory of the Dead”）（『ブ






















時夫のオーベットは 72 歳，妻アマンダは 66 歳であった。オーベット夫妻は教科書出版事業で財を成し，教会や
大学などにも多額の寄附をするなど慈善活動家として地域の尊敬を集めていた。海外旅行の経験も豊富で，1887
（明治 20）年日本を訪れ 4, 5 か月滞在し，それが契機となったのか，親日家であった。その旅行に姪のフローレ
ンスも同行し，彼女も日本に対して興味関心を持つようになり，日本についての書物はほとんど読むほどになった
という。大学時代の彼女は，ニューオールバニーにあるデポー女学院（DePauw College for Young Women）で学
び，特に英文学とシェークスピアを研究していた。内田によると，当時のアメリカの大学では，選ばれた学生が卒
業式でエッセイを朗読するのが慣習だったという。成績優秀だった彼女は 8 名のうちの一人に選出され，「女性の






























発見した。それは『インクワイアラー』1901 年 3月 1 日に掲載されている，「コミュニティ関連」（“Social Affairs”）
という欄に載せられていた 10 行の記述である9（写真１）。 
      つい最近，日本からシンシナティにやってきたエツ・スギモト夫人が「日本の作法と習慣」（Japanese 






の全 12 頁からなる『インクワイアラー』紙全体を見てみると，1 面は殺人事件やマッキンリー大統領のフィリピ
ン統治についてなどの注目すべきトップニュース，2 面は政治，3 面は町のローカルニュース，4面はスポーツ，5
面は経済やビジネス関連，6 面はさまざまな注目ニュース，7 面は現代的トピックのニュース，8 面は劇場などの
娯楽について，9面は鉄道や農業関連，10，11 面は広告や掲示板，12 面は社会ニュースと広告という内容になっ
ている。その 7 面に掲載されていたのがスギモトを報じた上の記事である。この紙面ではとくに 「インクワイア















ラー最近の話題」（“Enquirer Review of Current Topics”）として特集記事「1 世紀前のアメリカ的生活―女性の
服装」（“American Life a Century Ago: A Woman’s Costume”）や，「女性の世界」（“In Woman’s World”）,「女










帝国の製鉄会社，アメリカ的手法を調査」(“Based on Morgan Syndicate Idea Is Japan’s Imperial Steel Company. 













には，日本文化紹介者として著名だったラフカディオ・ハーンが，1874 年から 1875 年まで記者として勤めてい
たのだ。ハーンは 1871 年に後見人だった大叔母が破産したことから，遠戚を頼り，イギリスを出て 1879 年にシ
ンシナティに渡った。そして 1872 年から『インクワイアラー』の積極的な寄稿者となり，1874 年には正社員と
なった。そして凄惨な殺人事件「タン・ヤード事件」によって，事件記者として名を上げた。当時のハーンはもち
                                                   
10 アメリカにおけるジャポニズム小説，女性読者の存在，そこに描かれる日本表象については，羽田美也子『ジャポニズム小
説の世界―アメリカ編』（彩流社，2005）が詳しい。 
11 “Based on Morgan Syndicate Idea Is Japan’s Imperial Steel Company. Agent Investigating the American Methods,” 
Cincinnati Enquirer, March 1, 1901. 















ハーン―かつてシンシナティで著名だった紳士の近況」（“Lafcadio Hearn: Whereabouts of a Gentleman Once 
Well Known in Cincinnati”）（1891 年 7月 12 日）である13。ここにはかつて『インクワイアラー』の著述家だっ

























                                                   
13 “Lafcadio Hearn: Whereabouts of a Gentleman Once Well Known in Cincinnati,” Cincinnati Enquirer, July 12, 1891. 













本研究は JSPS 科研費 16K02485 の助成を受けたものである。 
 [表１] 
The Cincinnati Enquirer 
March 17, 1901  Quaint Japan: Dedicates This Month of March to Its Gentle Women Folk 
古風な日本―この 3月をしとやかな女性たちに捧げる 
日本には各月に特別な祝いがあるが，3 月は雛の節句と呼ばれる祭りだ。この日だけが唯一，日本の女の子たちが

















October 27, 1901 The Japanese Halloween 日本のハロウィーン 






































The Brooklyn Daily Eagle 








































November 30, 1902 Wrestling Japan’s National Sport レスリング 日本の国技 














































[写真 2]  同紙面にみられる女性のファッション特集記事（『インクワイアラー』1901 年 3月 1 日） 












[写真 3] 日本の剣道についての紹介記事（『ブルックリン』1902 年 6月 1 日） 
]  
[写真 4] ラフカディオ・ハーンの日本での近況を報じた記事（『インクワイアラー』1891 年 7月 12 日） 
